
精神保健医療の在宅促進を考える会

精考会
精神障がい者の
地域生活を支えるために

必要な連携と人材と物資

開催
日時

6月6日（土）平成
27年

17：00～18：50 ※受付16：30～

瀬戸大橋温泉やま幸 会議室
（倉敷市下庄140-1 電話086-462-2241）

無料

17：00～18：50 第一部

パネルディスカッション 座長：秋田啓次

思考
する

■障がいを持つ方の立場（橋本晶弘 氏）

■教育者の立場（安田美彌子 氏）

■法律家の立場（岡本正 氏）

50名

お申込み方法は裏面をご覧ください

開催
場所

参加
費用 定員

精神障がい者の地域移行を促進し

精神障がい者が地域生活で自立し

啓発活動、支援活動を提案する

こんな方に

● 医療・介護関係者

● 医療周辺業者

● 地域の方々、障がい者の方々

● 行政、関心のある方

【パネラー】

安田 美彌子
東都医療大学 精神看護学 教授
日本アディクション看護学会元理事長

やすだ みやこ

※懇親会は別途
参加費が必要です。

ホームページ精考会
http://seiko-kai.com/

19：00～21：00 第二部（懇親会） 幹事 ：松本和久

連携
する

■場所 瀬戸大橋温泉やま幸

■住所 倉敷市下庄140-1

■電話 086-462-2241 ■参加費 5,000円

【パネラー】

岡本 正
岡本正総合法律事務所所長 弁護士
医療経営士、東日本大震災復興支援財団理事
中央大学大学院公共政策研究科 客員教授

おかもと ただし

【座長】

秋田 啓次
元看護師

経営管理学大学院へ進学後は事務職員

現病院事務長補佐及び経営企画部部長

看護教育「精神を病む人の理解」を担当

精神保健医療の在宅促進を考える会 主宰

あきた けいじ

【パネラー】

橋本 晶弘
視覚障がい者

大手広告会社勤務

はしもと あきひろ



086-250-2966

【岡山大会座長】

秋田 啓次
元看護師

経営管理学大学院へ進学後は事務職員

現病院事務長補佐及び経営企画部部長

看護教育「精神を病む人の理解」を担当

精神保健医療の在宅促進を考える会 主宰

あきた けいじ

私は、看護師として京都大学と東京大学の医学部付属病院の精神科に勤務した経験があり

ます。病院経営管理の大学院へ進学後は、事務職員としてマネジメント及び教育を主な業務

としています。主に精神保健領域を担当しています。

国はこれまで入院を中心とした精神疾患の治療を、在宅にシフトすることを決定しました。そ

のためには、もっと精神疾患とその治療内容を広く地域に知っていただき、知らないが故の

偏見や危険視思想を払しょくする必要性を強く感じました。

精神障害者が地域で暮らし、就労するためには、第1段階として地域に理解を得ること。第2

段階として生活や仕事面で技能のリテラシー、第3段階として個性とのベストマッチングが必

要と考えます。精神障害者が地域で暮らし就労することは、割り切って表現すると納税者に

なるということを意味します。医療費確保及び税収増両面でとても意義があり、当事者にとっ

ても自身の人生を歩むことにつながる有意義なことです。岡山での本大会が、障害の本質を

見つめ直す好機となることを望みます。

【パネラー】

岡本 正
おかもと ただし

偏見をなくし、お互いを理解し合い、支えあえる輪を、地

域社会や企業の中につくることが「精考会」の目的です。

各分野のプロフェッショナルの知恵を活かし、地域や企業

の皆様が、自分ごととして障害者医療・福祉を考えていた

だけるプログラムの開発に務めたいと考えています。

2003年に弁護士登録し、2013年に現事務所を開設しまし

た。慶應義塾大学や中央大学等でも公共政策の講座を

担当しています。内閣府で２年間各省庁の行政改革等を

担当した経験や、東日本大震災の支援や復興政策にか

かわった経験を活かし、現場の声を制度に繋げる役割を

担うことができれば幸いです。

開催
日時 6月6日（土）

2015年
開催場所 瀬戸大橋温泉やま幸 会議室

参加費用 無料

定 員 50名17：00～18：50 ※受付16：30～

精神保健医療の在宅促進を考える会

精神障がい者の
地域生活を支えるために必要な連携と人材と物資

精考会主催

※懇親会は別途参加費が必要です。

お申込みはＦＡＸで
FAX
送付先

株式会社イケル 精考会岡山事務局
〒700-0952 岡山市北区平田170番113ウィンビル202
TEL：086-245-5667 FAX:086-250-2966 http://seiko-kai.com/

主催

会社・団体

ご住所

お名前 役職

T E L （ ） － F A X （ ） － メールアドレス

〒

精考会

安田美彌子
やすだ みやこ

教育の立場から

私は保健婦として企業や地域で健康管理にあたっ

ていましたが、縁があって教員となり、現在でも看護

大学で精神看護学の教育をしています。精神障が

い者への偏見をなくし、共に歩み共に生活すること

を支援できる看護職を育てたいと考えています。精

神病院での実習に際して「心が病むはどういうことな

のか、心を病んで生きる生きづらさとはどのようなも

のか」、「なぜこのようなところで治療しなければなら

ないのか、この環境が本当に必要なのか」などを自

分の目で確かめ、自分の頭で考えてほしいと話して

います。

【パネラー】

座長・パネラー

例会(無料) 懇親会(5,000円) 宿泊(5,000円)○を記入下さい。


